
令和6年度内部研修実施計画
目的 ｜ 受購対象者 ｜ 申し込める者 l 期間 ’ 実施日研修名

新採用者 一部科目は受講を希
望する職員の聴購可

こ

り必要な臓見を付与するとともに､新採
用者間の相互理解を深め､国会職員と
しての一体感を培う。

新採用者研惨 8日間 R6.4.1～R6.4.10

gか月間の実務経験を踏まえ､今後国
会職員としての職務遂行能力を向上さ
せるため､必要な職見を付与するととも
に､研修員相互の理解を通じて参溌院
事務局職員としての一体感を培い､もっ
て将来の国会運営の中核となるにふさ
わしい職員を育成する。

新採用者､前年庇以前の対
象者で未受議の者

一部科目は受講を希
望する職員の聴購可

新採用者フオローアッブ
研修 2日間 R6.12(予定）

新たに課長補佐に昇任した聡員に対し、
監督者としての自覚の喚起を図り､業務
遂行に必要な判断力､企画立案能力、
管理能力等の向上を回る。

新任の課長補佐(相当職を
含む)､前年度以前の対象
者で未受購の者

一部科目は受講を希
望する課長補佐の聴
講可

階
居
別
研
修

煤長補佐研修 2日間 R6‘8.2(〕‘22

新たに係長に昇任した職員に対して､監
督者としての自覚の喚起を図り､健全な
職場風土を形成するための意歳を醸成
する。

新任の係畏(相当聯を含
む)、前年度以前の対象者
で未受講の者

一部科目は受講を希
望する係長の聴講可

係長研侈 2日間 R6.8.21.22

国会職員である衆凝院､参諾院及び国
立国会図書館の新規採用職員が合同で
研修を受け､意見交換や艤読を行うこと
によって､参加職員同士の交流を図ると
ともに､国会職員としての意溌を嵩める。

新採用者

国会職員合同初任研修 1日間 R6.9(予定）

海外派遺要員､在外公館出向要員等を
養成する。

令和5年度に採用された大
卒職員

2時間
／24回

英騒研修
(ベーシックコース）

R6.7～R6.12

海外派遺要員､在外公館出向要員等を
養成する。

人耶課が指名する者
詔
学
研
修

英龍研修
(スキルァップコース）

2時間
／32回

R6.7～R6.12

外国要人の訪日等における逐次通訳等
にも対応できる高度な英語能力を有する
人材を育成する。

受識を希望する者

英旙研修
(ブラッシュアップコース） 未定 未定

心の健康を維持する重要性を鯉脚し､ス
トレスをコントロールするための知朧とス
キルを学ぶとともに､良好な人間関係や
円渦な業務遂行のためのコミュニケー
ション力向上を回る。

新採用者､前年度以前の対
象者で未受講の者

受鱒を希塾する職員
の聴請可

レジリエンス研修 4時間 R6.8.8

組織を活性化し､相手の能力や憲欲を
引き出し､成長を援助するためのコミュ
ニケーションスキルを修得する。

令和6年度に行(一)4級に
昇枯したI種･Ⅱ種･Ⅲ種・
総合職･一般職職員等､前
年度以前の対象者で未受
講の者

コーチング入門 6時間そ
の
他
の
研
修

R6.8.9

相手に分かりやすく説明する方法につい
て体系的に学習する｡特に､伝えたいこ
とを短時間で鼬理的に伝達する説明能
力の向上について重点を置く。

令和3年度に採用された総
合職職員､前年度以前の対
象者で未受鱗の者

平成29年度以前に採
用されたⅢ種･一般
職･衛視の係長又は
係員のうち受講を希
望する恥員

脱明能力向上研修 1日間 R6．8，19

令和5年度からの定年引上げに伴い、
役職定年による役降りなどの琿境の変
化の中にあっても､シニア職員が能力を
存分に発揮して意欲を持って活躍し続け
るための窓職を醗成する。

令和8年度及び令和9年度
に60歳を迎える職員

キャリア･シフトチェンジ
ワークショッブ

1日間
／2回

R7.1(予定）

パワー･ハラスメントを中心にハラスメン
トに関する正しい知職を深めることによ
り､職場におけるハラスメントの防止を図
る。

平成17年度及び平成22年
度に採用された職員

受講を希望する職員
の受講可

1時間
程度

ハラスメント防止研修 R6.8

参碓院率務局における障害者差別解消
に関する対応の基本について理解を深
める。

新任の課長補佐及び係長
(相当職を含む)､前年度以
前の対象者で未受講の者

受謂を希望する職員
の受講可

障害者差別解消対応要
領について

20分
程度

R6.8

参艤院事務局における公益通報制度に
ついて理解を深める。

新任の課長補佐及び係長
(相当職を含む)､前年度以
前の対象者で未受講の者

受講を希望する職員
の受購可

20分
程度

公益通報制歴についてｏ
ラ
ー
ニ
ン
グ

R6.8

参醗院事務局における情報公開制度並
びに個人摘報の取扱いの概要及び実務
上の留惹点等について理解を深め､そ
の璽要性への盟臓を高める。

新任の課長補佐及び係長
(相当職を含む)､前年度以
前の対象者で未受講の者

受講を希望する職員
の受講可

情報公開制度及び個人
情報の取扱いについて

1時間
程度

R6．8

職員全休の会計リテラシーの向上を図
る。

新任の課長補佐及び係長
(相当職を含む)､前年度以
前の対象者で未受講の者

受講を希望する聡員
の受購可

1時間
程度

財政･会計手続の基本 R6．8

退職手当､年金､健康保険制度等につ
いて理解を深めるとともに､退職前にお
ける心構えを準備し､退職後の生活へ
の適応を図ることを目的とする。

受購を希里する職員

ライフブラン･セミナー 随時 随時



令和7年6月12日

林弘法律事務所

弁護士

山中理司様

参議院事務局庶務部文書課

事務局文書の開示の実施について

令和7年6月9日付けの｢事務局文書の開示の実施方法等申出書」により申出

のありました事務局文書の写しを送付します。

開示する事務局文書の名称

「令和6年度内部研修実施計画」

担当）文書課電話03 （3581） 3111

（内線74007～74010）


